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1）　P. Kazlas et al., “Quantum Dot Light Emitting Diodes for Full-color Active-matrix Displays”, IDW’ 10, p.1623（2010）.















ていたが1）、光の 3 原色である RGB の塗り分け技
術が確立されていなかったため、フルカラー表示
が実現していなかった。































ディスプレイの開発が、米国や韓国を中心に進められている。2011 年 2 月、韓国サムスン電子社・
ソウル大学・英国ケンブリッジ大学の共同研究グループは、転写印刷法による RGB3 色の塗り分け
技術を確立し、量子ドットを発光層に用いたフルカラー表示ディスプレイの試作を発表した。確立さ
れた転写印刷法ではクラックのない緻密な膜が形成でき、低コストで大面積化が容易であるため、量
子ドットを用いた照明や太陽電池にも応用できる。
図表　転写印刷法を用いたRGB量子ドット層の作製工程
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